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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第３区分
【発行日】平成25年10月31日(2013.10.31)

【公開番号】特開2012-20363(P2012-20363A)
【公開日】平成24年2月2日(2012.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-005
【出願番号】特願2010-159551(P2010-159551)
【国際特許分類】
   Ｂ２５Ｆ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｋ   9/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２５Ｆ   5/00    　　　Ｇ
   Ｈ０２Ｋ  11/00    　　　Ｘ
   Ｈ０２Ｋ   9/06    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成25年9月17日(2013.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　前記ハウジングに収容され、回転軸を有するブラシレスモータと、
　前記回転軸に固定される冷却ファンと、
　前記ブラシレスモータを制御する制御部と、前記ブラシレスモータを駆動するためのス
イッチング素子と、を有する基板部と、を備え、
　前記ハウジングは、前記ブラシレスモータを収容するモータ収容部と、前記基板部を収
容する基板部収容部と、を有し、
　前記モータ収容部と前記基板部収容部との間を区画する隔壁に前記モータ収容部と前記
基板部収容部とを繋ぐ通気口を設けたことを特徴とする電動工具。
【請求項２】
　前記基板部収容部の側面に吸気口を設けたことを特徴とする請求項１に記載の電動工具
。
【請求項３】
　前記基板部は前記回転軸の軸線上に配置され、前記冷却ファンの回転によって前記吸気
口から前記基板部収容部に流入した冷却風により冷却されることを特徴とする請求項２に
記載の電動工具。
【請求項４】
　前記吸気口は前記ブラシレスモータと前記基板部との間に設けられていることを特徴と
する請求項２に記載の電動工具。
【請求項５】
　前記モータ収容部は前記ブラシレスモータの上方に前記冷却ファンを収容するファン収
容部を備え、前記ファン収容部には排気口が形成され、
　前記冷却ファンによって前記吸気口から前記ハウジング内に吸入された空気は、前記基
板部収容部、前記通気口、前記モータ収容部を通って前記排気口から排出されることを特
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徴とする請求項２に記載の電動工具。
【請求項６】
　前記冷却ファンによって前記吸気口から前記ハウジング内に吸入された空気は、前記通
気口を介して前記ブラシレスモータの内側を通ることを特徴とする請求項５に記載の電動
工具。
【請求項７】
　前記回転軸は上下方向に延びて前記モータ収容部に収容され、
　前記モータ収容部の下方には、前記基板部収容部が設けられていることを特徴とする請
求項５に記載の電動工具。
【請求項８】
　前記基板部は、前記制御部が搭載される回路基板と、前記スイッチング素子に接続され
る放熱部材と、前記回路基板を収容し絶縁材が充填されている回路基板支持部と、を備え
、
　前記回路基板支持部は前記基板部収容部に収容されていることを特徴とする請求項７に
記載の電動工具。
【請求項９】
　前記放熱部材は、前記吸気口と前記排気口とを繋ぐ冷却風路内に配置されることを特徴
とする請求項８に記載の電動工具。
【請求項１０】
　前記回路基板は前後方向に延びるように配置されることを特徴とする請求項８に記載の
電動工具。
【請求項１１】
　前記回転軸の回転が伝達される出力部を有し、
　前記出力部は前記回転軸の軸心と交差すると共に前記回路基板と略平行に延びることを
特徴とする請求項１０に記載の電動工具。
【請求項１２】
　前記ブラシレスモータは前記回転軸に同軸的に固定されたロータと、コイルを有するス
テータと、を有し、
　前記基板部は、前記制御部が搭載される回路基板を有し、
　前記通気口には、前記コイルと前記回路基板とを接続するケーブルが通ることを特徴と
する請求項１に記載の電動工具。
【請求項１３】
　ブラシレスモータと、
　前記ブラシレスモータを駆動するスイッチング素子と、
　前記ブラシレスモータを収容するモータハウジング及び前記モータハウジングに連結さ
れるハンドルハウジングを備えるハウジングと、を備えた電動工具であって、
　前記ハウジングは、吸気口が設けられ、前記ブラシレスモータの下方に前記スイッチン
グ素子を搭載した基板部を収容する基板部収容部を有し、
　前記基板部収容部と前記モータハウジングとを区画する部分に、前記基板部収容部と前
記モータハウジングとを連通する通気口を設け、
　前記吸気口から前記基板部収容部内に吸入された空気は、前記通気口を介して前記モー
タハウジングに導入されることを特徴とする電動工具。
【請求項１４】
　前記ブラシレスモータの上方に前記ブラシレスモータの回転軸に固定された冷却ファン
を収容し排気口を有するファン収容部を設け、
　前記ハウジングには前記冷却ファンの回転によって生じる空気が通る冷却風路が形成さ
れ、
　前記冷却風路は、前記吸気口、前記基板部収容部、前記通気口、前記モータハウジング
、前記ファン収容部、前記排気口から形成されることを特徴とする請求項１３に記載の電
動工具。
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【請求項１５】
　前記スイッチング素子は前記吸気口の近傍に配置されていることを特徴とする請求項１
３に記載の電動工具。
【請求項１６】
　前記スイッチング素子に接続される放熱部材をさらに備えることを特徴とする請求項１
５に記載の電動工具。
【請求項１７】
　前記吸気口は前記スイッチング素子よりも前記放熱部材に近接していることを特徴とす
る請求項１６に記載の電動工具。
【請求項１８】
　前記ハンドルハウジングはＤ型形状のハンドルを備え、前記ハンドルの下方に電源が接
続可能であることを特徴とする請求項１３に記載の電動工具。
【請求項１９】
　上下方向に延びる回転軸を有するブラシレスモータと、
　前記回転軸に固定される冷却ファンと、
　前記ブラシレスモータの上方側に配置されて前後方向に延びる出力部と、
　前記ブラシレスモータの下方側に配置されて前後方向に延び、前記ブラシレスモータを
駆動するスイッチング素子及び前記スイッチング素子に接続される放熱部材を有する基板
部と、
　前記ブラシレスモータを収容するモータ収容部と、前記冷却ファンを収容するファン収
容部と、前記基板部を収容する基板部収容部と、を有するハウジングと、を備え、
　前記回転軸の軸線上において、上から順に前記冷却ファン、前記ブラシレスモータ、前
記基板部が前記ハウジング内に収容され、
　前記ファン収容部には排気口が形成されると共に前記基板部収容部には吸気口が形成さ
れ、
　前記吸気口から前記排気口までの冷却風路に、前記モータ収容部と前記基板部収容部と
を連通する通気口を設けたことを特徴とする電動工具。
【請求項２０】
　上下方向に延びるブラシレスモータと、
　前記ブラシレスモータの上方側に配置され前後方向に延びる出力部と、
　前記ブラシレスモータの下方側に配置され前後方向に延びる基板部と、
　前記ブラシレスモータを収容するモータ収容部と、前記基板部を収容する基板部収容部
と、を有するハウジングと、を備え、
　前記モータ収容部と前記基板部収容部とを区画する部分に、前記モータ収容部と前記基
板部収容部とを繋ぐ通気口を設けたことを特徴とする電動工具。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するために本発明は、ハウジングと、前記ハウジングに収容され、回転
軸を有するブラシレスモータと、前記回転軸に固定される冷却ファンと、前記ブラシレス
モータを制御する制御部と、前記ブラシレスモータを駆動するためのスイッチング素子と
、を有する基板部と、を備え、前記ハウジングは、前記ブラシレスモータを収容するモー
タ収容部と、前記基板部を収容する基板部収容部と、を有し、前記モータ収容部と前記基
板部収容部との間を区画する隔壁に前記モータ収容部と前記基板部収容部とを繋ぐ通気口
を設けたことを特徴とする電動工具を提供している。また、前記基板部収容部の側面に吸
気口を設けたことが好ましい。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　また、前記基板部は前記回転軸の軸線上に配置され、前記冷却ファンの回転によって前
記吸気口から前記基板部収容部に流入した冷却風により冷却されることが好ましい。また
、前記吸気口は前記ブラシレスモータと前記基板部との間に設けられていることが好まし
い。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、前記モータ収容部は前記ブラシレスモータの上方に前記冷却ファンを収容するフ
ァン収容部を備え、前記ファン収容部には排気口が形成され、前記冷却ファンによって前
記吸気口から前記ハウジング内に吸入された空気は、前記基板部収容部、前記通気口、前
記モータ収容部を通って前記排気口から排出されることが好ましい。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、前記冷却ファンによって前記吸気口から前記ハウジング内に吸入された空気は、
前記通気口を介して前記ブラシレスモータの内側を通ることが好ましい。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、前記回転軸は上下方向に延びて前記モータ収容部に収容され、前記モータ収容部
の下方には、前記基板部収容部が設けられていることが好ましい。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、前記基板部は、前記制御部が搭載される回路基板と、前記スイッチング素子に接
続される放熱部材と、前記回路基板を収容し絶縁材が充填されている回路基板支持部と、
を備え、前記回路基板支持部は前記基板部収容部に収容されていることが好ましい。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、前記回路基板は前後方向に延びるように配置されることが好ましい。また、前記
回転軸の回転が伝達される出力部を有し、前記出力部は前記回転軸の軸心と交差すると共
に前記回路基板と略平行に延びることが好ましい。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　前記ブラシレスモータは前記回転軸に同軸的に固定されたロータと、コイルを有するス
テータと、を有し、前記基板部は、前記制御部が搭載される回路基板を有し、前記通気口
には、前記コイルと前記回路基板とを接続するケーブルが通ることが好ましい。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の別の観点によると、ブラシレスモータと、前記ブラシレスモータを駆動するス
イッチング素子と、前記ブラシレスモータを収容するモータハウジング及び前記モータハ
ウジングに連結されるハンドルハウジングを備えるハウジングと、を備えた電動工具であ
って、前記ハウジングは、吸気口が設けられ、前記ブラシレスモータの下方に前記スイッ
チング素子を搭載した基板部を収容する基板部収容部を有し、前記基板部収容部と前記モ
ータハウジングとを区画する部分に、前記基板部収容部と前記モータハウジングとを連通
する通気口を設け、前記吸気口から前記基板部収容部内に吸入された空気は、前記通気口
を介して前記モータハウジングに導入されることを特徴とする電動工具を提供している。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、前記ブラシレスモータの上方に前記ブラシレスモータの回転軸に固定された冷却
ファンを収容し排気口を有するファン収容部を設け、前記ハウジングには前記冷却ファン
の回転によって生じる空気が通る冷却風路が形成され、前記冷却風路は、前記吸気口、前
記基板部収容部、前記通気口、前記モータハウジング、前記ファン収容部、前記排気口か
ら形成されることが好ましい。
 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また、前記スイッチング素子は前記吸気口の近傍に配置されていることが好ましい。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　また、前記ハンドルハウジングはＤ型形状のハンドルを備え、前記ハンドルの下方に電
源が接続可能であることが好ましい。
 
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　本発明の別の観点では、上下方向に延びる回転軸を有するブラシレスモータと、前記回
転軸に固定される冷却ファンと、前記ブラシレスモータの上方側に配置されて前後方向に
延びる出力部と、前記ブラシレスモータの下方側に配置されて前後方向に延び、前記ブラ
シレスモータを駆動するスイッチング素子及び前記スイッチング素子に接続される放熱部
材を有する基板部と、前記ブラシレスモータを収容するモータ収容部と、前記冷却ファン
を収容するファン収容部と、前記基板部を収容する基板部収容部と、を有するハウジング
と、を備え、
　前記回転軸の軸線上において、上から順に前記冷却ファン、前記ブラシレスモータ、前
記基板部が前記ハウジング内に収容され、前記ファン収容部には排気口が形成されると共
に前記基板部収容部には吸気口が形成され、前記吸気口から前記排気口までの冷却風路に
、前記モータ収容部と前記基板部収容部とを連通する通気口を設けたことを特徴とする電
動工具を提供している。
 
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の別の観点では、上下方向に延びるブラシレスモータと、前記ブラシレスモータ
の上方側に配置され前後方向に延びる出力部と、前記ブラシレスモータの下方側に配置さ
れ前後方向に延びる基板部と、前記ブラシレスモータを収容するモータ収容部と、前記基
板部を収容する基板部収容部と、を有するハウジングと、を備え、前記モータ収容部と前
記基板部収容部とを区画する部分に、前記モータ収容部と前記基板部収容部とを繋ぐ通気
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口を設けたことを特徴とする電動工具を提供している。
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